
様式４

まちづくり交付金　フォローアップ報告書

地頭町地区

平成25年 3月

石川県　志賀町



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし ●

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定 ●

見込み

確定 ●

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入

目標値

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

70

12

1年以内の
達成見込み

○

699

見込み・確定
の別

725 △

16

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

指　標 従前値 目標値

指標１ 定住人口 人 765

1年以内の
達成見込み

事後評価 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

○

○

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

661

計測時期

H24年3月

H24年4月

○

H　　年　月

総合所見

目標は達成できなかったが、将来的
には、本事業による効果として、人
口減少傾向の緩和が期待できる。

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

Ｈ23年度中に、予
想以上に人口が減
少した

■　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

76

16

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

×

■　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

地区内道路の安全性、快適性、景
観性だけでなく、地域性を重視した
整備を行ったことにより、満足度が
向上した。

指標４

指標２ 道路環境への満足度 ％ 50

指標３
地域まちづくり活動の
回数

H24年3月

76

■　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

まちづくり活動支援を通じ、住民主
催のイベント等を継続的に実施した
ことが指標改善につながった。

―

指　標 従前値

事後評価

事業の中で、地区内に新たに公園
や広場を整備したことが地区の環境
改善につながった、

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

※フォローアップの必要のある指標について記入

回/年 6

その他の
数値指標１

公園整備による環境
改善の認識率

％

見込み・確定の別

94

指標５

その他の
数値指標３

その他の
数値指標２

まちづくり活動への参
加意識の向上率

％ ―

※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

総合所見

住民主催のイベントや「デザイン平
板」、「みちギャラリー」など、住民参
加型の事業を行ったことが参加意識
向上につながった。

50

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

緑化スポットにて整備を行ったコンクリート擁壁に、ラインアートで町の景勝地等の風
景を製作する。作品は数カ月から1年程度の間隔で更新する。

作品制作活動継続のためのサポート体制の確立が求められる。大学生によるラインアート作品の制作の場の提供 平成25年末頃

今後の課題　その他特記事項

富来地頭町区民の高齢化により、除草作業等、継続的に実行可
能な作業が限定されつつあるため、イベント等にからめて清掃を
行う等、若者への参加の呼びかけ、参加者を集める工夫が必要で
ある。

掲示板の開設等、インターネットのさらなる利用拡大やその他メ
ディアの活用等、積極的な情報発信により来町者の増加を図る工
夫が必要である。

具体的内容 実施時期

富山市八尾町との継続的な交流を進め、この交流を定着させる
か、あるいは他の市町と単年の交流とし交流の幅を広げるべきか
議論の余地がある。

実施した結果

参加者から「地元のまちをきれいにするのは気持ち
がいい」という感想も聞かれ、身近な施設として愛着
が感じられるようになった。

富来病院職員及び富来地頭町区で除草作業を実施（年2回）

実施した具体的な内容

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

地元商店街でホームページやブログを開設し、各種イベント等の
情報を発信

地元商店街主催によるイベントの実施（9月）に併せたまちギャラ
リーの実施（年2回）

地元商店街を中心としたイベントや取り組みに関す
る記事が新聞等で多数掲載されるようになった

地域住民と町外からのイベント参加者との交流が促
進された（富山市八尾町）

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

富来病院周辺道路の継続的な維持・管理

地域資源や事業成果による地域の魅力発信

まちづくり活動実施場所の拡大と住民参加の促進

地区内外での住環境整備による人口流入の促進

事後評価シート　添付様式5－③から転記
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